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丸善出版 

日本思想史事典 

冊子版ISBN ： 9784621304587  同時1アクセス(本体)   72,600円 

日本思想史事典編集委員会 編 

冊子刊行年 ： 2020年4月 

日本思想史学会による編集協力のもと、歴史学、政治学、倫理学、宗教
学、文学などさまざまな学問領域から独自の視点で日本思想を論じた、こ
れまでに類を見ない中項目事典。取り上げる時代も、古代・中世・近世・
近現代と幅広く、それぞれ第一線で活躍する研究者が執筆した、これから
の日本思想史研究を語る上での新しいスタンダード。 

2020年7月発売予定 
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「維新」と「御一新」／神道国教化の政策と思想／福澤諭吉／自由民
権の思想と運動／帝都の設計とその運営／「条理外交」から「権力外
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社会思想史事典 社会思想史学会 編 2019年 9784621303412  ¥66,000 ¥99,000 1029973276 

社会思想史上の重要なトピックを有機的に把握できるように、ルネサンス期から21世紀の現在に至る〈近代〉の歴史的な展開を
見通せるように時系列に沿った全５部構成にし、時代の思潮の全体像を立体的に浮かび上がらせる。社会思想史学会が全面
的に編纂に携わった「読む事典」。 （※著作権などの理由により、掲載されていない画像がございます。 ） 

宗教学事典 
星野 英紀・池上 良正・
氣多 雅子・島薗 進・ 
鶴岡 賀雄 編  

2010年 9784621082553  ¥44,000 ¥66,000 1009499729 

本書「宗教学事典」は、教義、国家と宗教、暦、偶像崇拝、教育、芸能、宗教研究への視点など現代の宗教学の全貌を見渡せ
るテーマを厳選して解説します。ここ数十年、関心の高まっている環境、医療などの新領域に関しても扱いながら、宗教の基幹
となる概念、比較方法を整理し、宗教学の今後の方向性を考察します。  

社会学事典 日本社会学会社会学事
典刊行委員会編  

2015年 9784621082546  ¥66,000 ¥99,000 1017332993 

厳選されたキーワードを配列し、見開き2ページで解説する「中項目辞典」。キーワードの選択には、家族・教育・地域社会・労
働・階層・格差・国家・権力というこれまでの社会学が取り扱ってきたテーマに加え、ジェンダーとセクシュアリティ、スポーツ、観
光、歴史と記憶の社会学、環境と技術などの新しい動向にも十分配慮しています。 

応用倫理学事典 加藤 尚武 編  2008年 9784621079225  ¥44,000 ¥66,000 1010995020 

｢応用倫理学｣の全貌が見渡せる、この分野初の中項目事典。わが国の｢応用倫理学｣各分野で活躍中の研究者総勢２００名が
執筆に参加。様々な身の回りのキーワードについて、哲学的･倫理学的概念を援用しながら具体的に考察する。収録する中項
目見出し語数は約３５０語。巻末索引の収録語数は約３０００語で、それぞれの用語に対応する英語も併記している。 

書物の文化史  
―メディアの変遷と知の枠組み―（※） 

加藤 好郎・  
木島 史雄・山本 昭編 

2018年 9784621301067  ¥7,260 ¥10,890 1027882454 

モノとしての書物を通じ、「文献文化」・「知の枠組み」を考察。世界の各地域・時代に文献はどのような媒体(メディア)に載せら
れ、どのように読まれてきたかを図版も豊富に交えながら解説。「媒体(メディア)の制約と文献の仕組み」「媒体(メディア)の特性
と知の枠組み」という切り口から「書物」の様々な現象を読み解くテキスト。 

戦後とは何か 上  
―政治学と歴史学の対話― 

福永 文夫・ 
河野 康子 編  

2014年 9784621088326  ¥6,600 ¥9,900 1019023649 

戦後とは何か 下 
―政治学と歴史学の対話― 

福永 文夫・ 
河野 康子 編  

2014年 9784621088333  ¥6,600 ¥9,900 1019023650 

本書は「戦後」を様々な観点から議論し、戦後社会の総体をつまびらかにしようとした意欲的な本です 本書を読んでわが国の
行く末を考えてください。 戦後に関する類書は数多くありますが、政治学と歴史学がコラボレートして戦後体制を解明しようとし
たのは本書が初めて試みです。また、泰斗と第一線の若手研究者が対談で切り結ぶのも本書の大きな特徴となっています。 

福沢諭吉 ―その重層的人間観と人間愛― 

（丸善ライブラリー 048） 
桑原 三郎 著 1992年 9784621050484  ¥3,300 ¥4,950 1031537724 

１８３５年大阪の中津藩蔵屋敷に生まれた福沢諭吉は、緒方洪庵の適塾に入門して蘭学を学び、後、横浜において英学の重
要性を痛感、咸臨丸で渡米した。帰国後幕府に雇われ欧州各国を回り見聞を広め、その時受けた感銘緒が『西洋事情』や『学
問のすゝめ』などの著作の執筆、慶応義塾の創設となって開花する。本書は福沢諭吉の思想に魅せられた筆者が、類書にな
い視点から福沢の人間観と人間愛を紹介したものである。 

共生の思想 ―自他の衝突と協調― 

（丸善ライブラリー 313） 
藤原 鎭男 著  2000年 9784621053133  ¥1,716 ¥2,574 1008060843 

現代社会におけるさまざまな問題―沖縄の基地移転、飛行場の建設、ごみの焼却所の建設、さらに民族や宗教などによって
起こる国際紛争など―を｢自｣と｢他｣、｢私｣と｢公｣の対立としてとらえ、その基本的な問題はどこにあるのか、どのような解決が可
能なのかを、｢共生｣をキーワードに読み解く。 

かたちの謎を解く 魔よけ百科 岡田 保造 著  2007年 9784621078761  ¥4,180 ¥6,270 1008060870 

魔よけとは 人生を脅かす「魔もの」から身を守り、それらを退散させて福を招く方法である。もっとも一般的な社寺の「お守り」の
ほか、呪文や呪符を描いたり彫ったりするもの、たくさんの「目」や嫌な臭いで魔ものを退散させるもの、足で一定のステップを
踏み自らを守るまじないなど、藁にもすがる思いの人間は色々な物に「魔よけ」の働きを期待した。本書では、見開き２ページ
構成で国内外の様々な魔よけにをカラー写真で紹介し、その形と歴史の謎に迫っていく。厳選５０話で読みやすい構成。 


